
　
　
「
ガ
キ
大
将
の
森
」キ
ャ
ン
プ
場
の
利
用

　
青
少
年
の
野
外
活
動
体
験
施
設
で
す
。キ
ノ
コ
型
の
宿
泊
棟（
キ
ャ
ビ
ン
）

で
手
軽
に
キ
ャ
ン
プ
が
で
き
ま
す
。
Ｂバ

ー
ベ
キ
ュ
ー

Ｂ
Ｑ
や
飲
酒
・
喫
煙
は
禁
止
。

　
▼
対
象　
市
内
の
少
年
関
係
団
体
か
市
内
在
住
で
中
学
生
以
下
の
子
ど

も
が
い
る
家
族
。
い
ず
れ
も
20
歳
以
上
の
引
率
者
が
必
要　
▼
利
用
期
間　

７
月
１
日
㈪
〜
10
月
31
日
㈭　
▼
利
用
時
間　
①
宿
泊
（
１
泊
の
み
）／

午
後
２
時
〜
翌
日
午
後
１
時
、
②
一
時
利
用
／
午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

▼
費
用　
無
料
（
薪ま
き

代
は
実
費
）　
▼
申
し
込
み　
電
話
か
生
涯
学
習
振

興
課
青
少
年
班
で
予
約
後
、
申
請
書
な
ど
を
使
用
予
定
日
の
１
カ
月
前
〜

７
日
前
に
同
課
へ
直
接
提
出
。
詳
し
く
は
同
課
（
４
８
１
）０
３
０
６
へ

　
市
内
の
観
光
情
報
や
イ
ベ
ン
ト
、災
害
時
の
備
え
が
わ
か
る
防
災
情
報
、

行
政
情
報
な
ど
を
ま
と
め
た
「
暮
ら
し
の
ナ
ビ
ブ
ッ
ク
（
八
千
代
市
民
便

利
帳
）」に
掲
載
す
る
広
告
を
募
集
し
ま
す
。
今
後
、広
告
主
募
集
の
た
め
、

㈱
ゼ
ン
リ
ン
担
当
者
が
事
業
所
や
商
店
を
訪
問
し
ま
す
。

　
▼
配
布　
10
月
予
定　
▼
配
布
方
法　
市
内
全
戸
配
布　
▼
発
行
部
数

10
万
２
０
０
０
部　
▼
仕
様　
Ａ
４
版
、
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
１
３
６
ペ
ー
ジ　

▼
問
い
合
わ
せ　
広
告
に
つ
い
て
は
、
㈱
ゼ
ン
リ
ン
千
葉
営
業
所

０

４
３（
２
６
１
）０
０
４
３
へ
。
内
容
に
つ
い
て
は
広
報
広
聴
課
へ

　
　
市
民
便
利
帳
に
広
告
を
出
し
ま
せ
ん
か

●八千代の人口　19万8,965人（+67人）　男 9万8,399人（−12人）　女 10万566人（+79人）●八千代の世帯　8万8,950世帯（+316世帯）3月末現在。（ ）内は前月比

　
　
10
月
１
日
付
け
採
用
の
八
千
代
市
職
員

　
令
和
元
年
10
月
１
日
付
け
採
用
の
職
員
採
用
試
験
・
育
休
代
替
任
期
付

職
員
名
簿
登
録
試
験
の
１
次
試
験（
筆
記
）を
６
月
23
日
㈰
に
行
い
ま
す
。

募
集
要
項
と
申
込
用
紙
は
次
の
方
法
で
入
手
で
き
ま
す
。
⒜
市
役
所
、
支

所
・
連
絡
所
で
配
布　
⒝
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド　
⒞

郵
便
で
請
求
。「
募
集
要
項
請
求
」
と
朱
書
き
し
た
封
筒
の
中
に
、
返
信

用
封
筒
（
角
２
で
、
返
信
先
を
書
き
１
２
０
円
切
手
を
貼
り
付
け
て
く
だ

さ
い
）
を
入
れ
、
〒
２
７
６

－

８
５
０
１
市
役
所
職
員
課
へ
郵
送
。

■
正
規
職
員　
▼
募
集
職
種
／
人
数　
①
土
木
・
建
築
・
電
気
／
各
若
干

名
、
②
一
般
事
務
（
障
害
者
対
象
）
／
若
干
名　
▼
受
験
資
格　
①
大
卒

…
昭
和
59
年
４
月
２
日
以
降
、
短
大
卒
…
昭
和
61
年
４
月
２
日
以
降
、
高

卒
…
昭
和
63
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人　
②
平
成
元
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
募
集
要
項
の
条
件
を
全
て
満
た
す
人

■
任
期
付
職
員　
▼
募
集
職
種　
一
般
事
務
・
社
会
福
祉
主
事
・
保
健
師
・

栄
養
士
・
保
育
士　
▼
受
験
資
格　
平
成
13
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ

た
人
。
登
録
期
間
は
３
年
間
。
登
録
試
験
に
合
格
し
て
も
、
育
休
の
状
況

に
よ
り
採
用
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す

　
申
し
込
み
は
、
い
ず
れ
も
５
月
31
日
㈮
ま
で
。
詳
し
く
は
募
集
要
項

に
記
載
。
問
い
合
わ
せ
は
、
職
員
課
（
４
８
７
）５
１
１
１
へ
。

▲原水と浄水の両方の検査を実施し、きちんと浄化されていることを確認します

私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
水
道
水

19
万
人
の
家
庭
に
安
全
な
水
を

　私たちの生活に欠かせない水道水。一日に２リットルのペットボトル130本分
を一人で使うと言われています。市の水道事業は市制施行と同じ昭和42年に給 
水を開始し、井戸からくみ上げた地下水を２万人に届けていました。市内に団地
が建設されると、勝田台・米本・高津に浄水場を、村上に給水場を設置するよう
になり、更なる人口増加と東京湾沿岸の地盤沈下対策で、昭和48年に設立された
北千葉広域水道企業団から、江戸川の水も確保するようになりました。
　東葉高速鉄道開通後は萱田浄水場も整備され、必要な量を確保しつつ水質検査
を続けながら、今では19万人の家庭に安全な水を届けています。

◆大和田公民館・図書館
　の仮設施設を整備…………………２
◆10月１日から水道料金
　を改定します…………………２・３
◆市庁舎整備基本計画を
　策定しました………………………４
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